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総
合
取
引
所
に
お
け
る
不
招
請
勧
誘
規
制
に
つ
い
て

二
上
季
代
司

１　

は
じ
め
に

　

日
本
取
引
所
グ
ル
ー
プ
（
Ｊ
Ｐ
Ｘ
と
略
―
以
下
同
じ
）
に
よ
る
東
京
商
品
取
引
所
（
Ｔ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
）
の
買
収
・
経
営
統
合
（
本
年

一
〇
月
）
に
よ
り
、
来
年
七
月
を
め
ど
に
大
阪
取
引
所
（
Ｏ
Ｓ
Ｅ
）
に
Ｔ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
上
場
商
品
の
一
部
が
移
管
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
Ｏ
Ｓ
Ｅ
は
い
よ
い
よ
コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
（
商
品
）
を
も
カ
バ
ー
し
た
「
総
合
的
な
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
取
引
所
」
へ
脱
皮
す
る
こ
と
に

な
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
商
品
の
先
物
取
引
は
、
こ
れ
ま
で
は
「
商
品
先
物
取
引
法
（
商
先
法
）」
に
よ
っ
て
、
商
品
取
引
所
の
定
め
る
基
準

お
よ
び
方
法
に
従
っ
て
、
商
品
市
場
に
お
い
て
行
わ
れ
る
取
引
（
１
）と

定
義
さ
れ
て
き
た
（
二
条
三
項
）。
こ
こ
に
は
オ
プ
シ
ョ
ン
取
引

も
含
ま
れ
て
お
り
（
同
項
四
号
）、
同
法
は
「
先
物
取
引
」
の
名
称
の
も
と
に
幅
広
く
商
品
の
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
取
引
を
定
義
し
、
こ

れ
に
該
当
す
る
取
引
を
同
法
の
規
制
に
服
せ
し
め
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

他
方
、
来
年
夏
に
Ｏ
Ｓ
Ｅ
で
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
る
商
品
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
取
引
は
、「
金
融
商
品
取
引
法
（
金
商
法
）」
に
よ
っ
て
、

金
融
商
品
市
場
（
取
引
所
）
で
行
わ
れ
る
「
市
場
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
取
引
」
の
一
つ
し
て
列
挙
さ
れ
（
二
条
二
一
項
四
号
の
二
）、
同

法
の
規
制
に
置
か
れ
る
こ
と
と
な
る
。
つ
ま
り
、
取
引
所
上
場
の
商
品
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
取
引
に
関
す
る
法
的
規
制
は
「
商
先
法
」
と

「
金
商
法
」
の
二
つ
の
法
律
が
併
存
す
る
こ
と
に
な
る
。
規
制
の
在
り
方
に
関
し
て
表
現
・
呼
称
や
書
き
ぶ
り
に
違
い
が
あ
っ
た
と

し
て
も
、
法
的
効
果
が
実
質
的
に
同
じ
で
あ
れ
ば
問
題
な
い
。
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そ
こ
で
以
下
で
は
、
特
に
商
品
の
上
場
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
取
引
を
取
り
上
げ
、
そ
の
不
招
請
勧
誘
規
制
に
お
け
る
両
方
の
取
り
扱
い

を
比
較
し
、
両
者
間
に
齟
齬
が
な
い
か
ど
う
か
を
検
討
し
て
み
た
。

２　

不
招
請
勧
誘
等
の
禁
止

﹇
不
招
請
勧
誘
の
禁
止
﹈

　
「
不
招
請
勧
誘
」
と
は
、契
約
締
結
の
勧
誘
要
請
を
し
て
い
な
い
顧
客
に
、訪
問
や
電
話
で
契
約
締
結
の
勧
誘
を
す
る
行
為
を
い
う
。

　
「
商
先
法
」
は
、
商
品
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
取
引
に
関
し
、
こ
の
不
招
請
勧
誘
を
禁
止
し
て
い
る
（
二
一
四
条
九
号
）。
禁
止
さ
れ
る
契

約
と
し
て
店
頭
取
引
は
も
ち
ろ
ん
取
引
所
取
引
も
該
当
す
る
（「
商
品
先
物
取
引
法
施
行
令
」
三
〇
条
（
２
））。

他
方
、「
金
商
法
」
は
、

店
頭
取
引
に
つ
い
て
は
禁
止
の
対
象
と
す
る
も
の
の
、取
引
所
取
引
に
つ
い
て
は
不
招
請
勧
誘
禁
止
の
対
象
に
は
挙
げ
て
い
な
い（
三

八
条
四
号
、
金
融
商
品
取
引
法
施
行
令
一
六
条
の
四
第
一
項
）。

　

市
場
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
取
引
は
店
頭
取
引
と
異
な
っ
て
価
格
の
透
明
性
が
確
保
で
き
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
原
資
産
の
如
何
に
は

か
か
わ
り
な
い
こ
と
で
あ
り
、
金
融
（
通
貨
、
金
利
な
ど
）、
証
券
、
商
品
の
い
ず
れ
の
市
場
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
取
引
も
不
招
請
勧
誘

禁
止
の
対
象
と
は
な
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
、
金
商
法
の
ほ
う
が
不
招
請
勧
誘
に
関
し
規
制
が
緩
や
か
な
の
か
と
い
え
ば
、
そ
う
と
も
言
え
な
い
。

﹇
潜
脱
行
為
の
禁
止
﹈

　

不
招
請
勧
誘
禁
止
に
関
し
て
は
、
そ
の
類
似
行
為
を
も
禁
止
し
な
け
れ
ば
潜
脱
行
為
を
防
止
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、

勧
誘
の
前
段
階
で
「
勧
誘
を
受
け
て
も
よ
い
か
ど
う
か
、
そ
の
意
思
」
を
確
認
す
る
義
務
を
課
し
、
そ
れ
を
し
な
い
で
勧
誘
す
る
行

為
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
一
旦
、
勧
誘
を
受
け
な
い
意
思
を
表
明
さ
れ
た
ら
、
再
度
、
勧
誘
で
き
な
い
こ
と
と
し
て
い
る
。
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商
品
の
市
場
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
取
引
は
、
こ
の
「
勧
誘
受
託
意
思
不
確
認
の
勧
誘
」
お
よ
び
「
再
勧
誘
」
を
ど
ち
ら
の
法
規
で
も
禁
止

し
て
い
る
（
商
先
法
二
一
四
条
五
号
お
よ
び
七
号
、
金
商
法
施
行
令
一
六
条
の
四
第
二
項
）。

　

こ
れ
に
関
連
し
て
、
過
去
に
は
、
電
話
や
訪
問
で
は
な
く
「
投
資
セ
ミ
ナ
ー
」
な
ど
の
名
目
で
勧
誘
目
的
を
明
示
せ
ず
に
顧
客
を

集
め
、
そ
こ
で
勧
誘
す
る
と
い
う
事
例
が
見
ら
れ
た
。
こ
れ
は
「
不
招
請
勧
誘
禁
止
」
の
潜
脱
行
為
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
っ
て
、

こ
れ
も
禁
止
行
為
と
さ
れ
た
（
商
先
法
施
行
規
則
一
〇
三
条
一
項
一
〇
号
、
金
融
商
品
取
引
業
等
に
関
す
る
内
閣
府
令
一
一
七
条
一

項
八
号
）。

　

こ
れ
に
加
え
て
金
商
法
で
は
、
商
品
の
市
場
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
取
引
に
つ
き
、
自
社
と
取
引
関
係
に
は
な
い
顧
客
に
、
訪
問
、
電
話

で
勧
誘
を
受
け
る
意
思
が
あ
る
か
ど
う
か
を
尋
ね
る
こ
と
を
も
禁
止
し
て
い
る
（
金
融
商
品
取
引
業
等
に
関
す
る
内
閣
府
令
一
一
七

条
第
一
項
八
号
の
二
）

　

つ
ま
り
、
金
商
法
関
連
法
規
は
、
な
る
ほ
ど
商
品
関
連
市
場
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
取
引
に
対
し
、「
不
招
請
勧
誘
」
を
禁
止
し
て
は
い

な
い
も
の
の
、
自
社
と
取
引
関
係
に
な
い
顧
客
に
、
む
や
み
や
た
ら
と
訪
問
や
電
話
で
勧
誘
受
諾
の
可
否
を
尋
ね
る
こ
と
を
禁
じ
て

い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
不
招
請
勧
誘
禁
止
」
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
効
果
が
あ
る
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

３　

不
招
請
勧
誘
禁
止
の
例
外

　

そ
れ
で
は
、
商
品
の
上
場
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
取
引
の
勧
誘
規
制
に
つ
い
て
、
両
方
の
法
規
制
に
何
ら
相
違
は
な
い
か
と
い
う
と
、
そ

う
と
も
言
え
な
い
の
で
あ
る
。

　

先
ほ
ど
見
た
よ
う
に
、
金
商
法
関
連
法
規
で
は
、
自
社
顧
客
以
外
の
者
へ
の
電
話
、
訪
問
で
の
勧
誘
受
託
意
思
確
認
を
禁
止
し
て

い
た
。
こ
の
趣
旨
は
、
自
社
に
口
座
を
置
い
て
い
れ
ば
顧
客
カ
ー
ド
と
取
引
履
歴
が
あ
っ
て
ど
の
程
度
の
知
識
、
経
験
（
と
り
わ
け
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ハ
イ
リ
ス
ク
性
取
引
の
経
験
）
が
あ
る
か
、
財
産
状
態
は
ど
う
か
、
投
資
目
的
は
何
か
、
と
い
っ
た
顧
客
属
性
が
あ
る
程
度
は
把
握

で
き
る
か
ら
だ
ろ
う
。

　

つ
ま
り
自
社
顧
客
に
は
「
適
合
性
原
則
」
に
則
っ
て
ハ
イ
リ
ス
ク
の
商
品
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
を
勧
誘
し
て
も
よ
い
か
ど
う
か
の
判
断

材
料
が
あ
る
の
だ
が
、
自
社
顧
客
以
外
の
者
に
は
そ
う
し
た
適
合
性
の
可
否
の
判
断
材
料
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
は
ず
で
あ
る
。

そ
う
し
た
者
を
相
手
と
し
た
商
品
関
連
市
場
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
取
引
の
不
招
請
勧
誘
を
実
質
的
に
禁
止
し
て
い
る
、
そ
の
よ
う
に
解
釈

で
き
る
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
商
先
法
二
一
四
条
九
号
は
、
原
則
、「
不
招
請
勧
誘
」
を
禁
止
し
て
い
な
が
ら
、「
委
託
者
等
の
保
護
に
欠
け
、
又
は

取
引
の
公
正
を
害
す
る
恐
れ
の
な
い
行
為
と
し
て
主
務
官
庁
の
定
め
る
行
為
」
に
つ
い
て
は
不
招
請
勧
誘
の
例
外
と
し
て
い
る
。
す

な
わ
ち
、
商
先
法
施
行
規
則
一
〇
二
条
二
は
、
自
社
顧
客
（
一
号
）、
他
社
顧
客
（
二
号
）、
そ
れ
以
外
の
者
（
三
号
）
に
つ
き
、
種
々

の
条
件
を
付
け
て
、
不
招
請
勧
誘
禁
止
の
例
外
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
理
由
に
よ
っ
て
か
？
以
下
、
や
や
詳

し
く
見
て
お
き
た
い
。

﹇
自
社
顧
客
﹈

　

す
で
に
自
社
と
ハ
イ
リ
ス
ク
の
取
引
契
約
を
締
結
し
て
い
る
顧
客
で
あ
る
。
ハ
イ
リ
ス
ク
取
引
契
約
と
し
て
は
、
①
証
拠
金
を
上

回
る
損
失
の
生
じ
う
る
商
品
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ（
ス
マ
ー
ト
Ｃ
Ｘ
等
を
除
く
通
常
契
約
）、②
商
品
関
連
以
外
の
店
頭
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ（
外

為
証
拠
金
Ｆ
Ｘ
や
証
券
Ｃ
Ｆ
Ｄ
等
）、
③
株
式
の
信
用
取
引
、
④
日
経
二
二
五
を
は
じ
め
と
す
る
上
場
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
取
引
の
四
種

を
挙
げ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
③
と
④
に
つ
い
て
は
単
に
契
約
を
締
結
し
て
い
る
の
み
な
ら
ず
、
取
引
経
験
を
も
要
件
と
し
て
い
る
（
３
）。

﹇
他
社
顧
客
﹈

　

他
社
顧
客
の
う
ち
右
記
①
〜
④
の
契
約
締
結
者
（
③
と
④
に
あ
っ
て
は
取
引
経
験
の
要
件
を
追
加
）
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
他
社
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顧
客
が
上
記
①
〜
④
の
契
約
締
結
者
で
あ
る
か
ど
う
か
は
、
業
者
の
ほ
う
で
確
か
め
よ
う
が
な
く
、
顧
客
の
自
己
申
告
に
頼
ら
ざ
る

を
得
な
い
。
そ
こ
で
そ
の
旨
を
説
明
し
、
自
己
申
告
し
た
書
面
を
徴
求
し
て
勧
誘
を
受
託
す
る
意
思
を
確
認
す
る
こ
と
が
条
件
と
さ

れ
る
。

﹇
そ
れ
以
外
﹈

　

適
合
性
の
原
則
の
要
件
で
あ
る
知
識
、
経
験
、
財
産
状
態
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
み
て
、
年
齢
（
六
五
歳
未
満
）、
財
産
状
態
（
年

収
八
〇
〇
万
円
以
上
も
し
く
は
金
融
資
産
二
〇
〇
〇
万
円
以
上
で
年
金
の
み
で
生
活
す
る
者
で
は
な
い
こ
と
）、
ハ
イ
リ
ス
ク
性
取

引
で
あ
る
こ
と
の
認
識
（
あ
る
い
は
知
識
）
が
あ
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
い
る
（
た
だ
し
、
海
外
商
品
市
場
お
よ
び
店
頭
の
商
品
デ

リ
バ
テ
ィ
ブ
を
除
く
）。
そ
う
し
た
条
件
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
相
手
顧
客
に
説
明
し
、
そ
れ
を
証
す
る
書
面
を
徴
求
す
る
と
し
て

い
る
。
ま
た
契
約
締
結
前
に
は
ハ
イ
リ
ス
ク
性
の
取
引
で
あ
る
こ
と
が
理
解
で
き
て
い
る
か
否
か
、
テ
ス
ト
を
行
い
、
契
約
締
結
後

も
二
週
間
の
熟
慮
期
間
を
お
き
、
そ
の
後
も
投
資
で
き
る
金
額
の
上
限
を
設
定
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
見
る
と
、
自
社
顧
客
以
外
の
者
に
対
す
る
勧
誘
の
態
様
に
お
い
て
、
金
商
法
と
商
先
法
で
は
か
な
り
開
き
が
あ
る
よ

う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

４　

お
わ
り
に

　

一
般
に
勧
誘
規
制
そ
れ
自
体
は
、
業
者
の
営
業
の
自
由
に
影
響
し
、
と
り
わ
け
新
規
参
入
業
者
を
不
利
な
立
場
に
追
い
込
む
と
い

う
マ
イ
ナ
ス
面
が
あ
る
一
方
、
そ
の
取
り
扱
う
商
品
性
（
と
り
わ
け
レ
バ
レ
ッ
ジ
の
高
さ
か
ら
く
る
損
失
リ
ス
ク
の
程
度
）、
過
去

の
利
用
者
被
害
や
執
拗
な
勧
誘
の
実
態
を
踏
ま
え
て
、
そ
の
中
間
点
の
ど
こ
か
で
、
具
体
的
な
勧
誘
規
制
の
態
様
が
決
ま
っ
て
く
る

こ
と
に
な
る
。
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従
っ
て
、
店
頭
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
と
上

場
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
の
間
で
、
あ
る
い
は

証
券
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
（
日
経
二
二
五
、

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｘ
等
の
先
物
・
オ
プ
シ
ョ

ン
）、
金
融
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
（
外
為
証

拠
金
取
引
、
通
貨
・
金
利
等
の
先
物
・

オ
プ
シ
ョ
ン
）、
商
品
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ

な
ど
取
引
対
象
の
間
で
も
、
勧
誘
規
制

の
在
り
方
が
違
う
の
は
あ
る
意
味
で
は

当
然
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
ま
っ
た
く

同
じ
品
物
の
勧
誘
が
、
関
連
す
る
二
つ

の
法
律
・
政
省
令
で
異
な
っ
た
扱
い
方

が
な
さ
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は

問
題
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
な
お
、
参

考
の
た
め
に
、
以
下
で
は
勧
誘
規
制
に

つ
き
関
連
す
る
法
律
・
政
省
令
を
ま
と

め
て
お
い
た
。

①　不招請勧誘等の禁止にかかる関連法令

商品先物取引法（214条「不当勧誘の禁止」）金融商品取引法（38条「禁止行為」）
５号「再勧誘」
６号「迷惑勧誘」
７号「勧誘受託意思不確認の勧誘」
９号「不招請勧誘」

４号「不招請勧誘」
５号「勧誘受託意思不確認の勧誘」
６号「再勧誘」

商品先物取引法施行規則103条１項 金融商品取引業等に関する内閣府令117条
１項

10 号「勧誘目的であることを顧客に明示し
ないで当該顧客を集めて勧誘する行為」

７号「迷惑勧誘」
８ 号「勧誘目的であることを顧客に明示し
ないで当該顧客を集めてする勧誘」

８ 号の２　取引関係にある（証券口座また
はデリバティブ口座をもつ）顧客以外の
者に「商品関連市場デリバティブ取引契
約の締結につき、その勧誘に先立って勧
誘を受ける意思の有無を確認する際、①
訪問、電話をかけること、②勧誘目的が
あることを明示しないで当該顧客を集め
る行為」

②　不招請勧誘等の禁止の対象となる取引

商品先物取引法施行令30条 金融商品取引法施行令16条の４
「不招請勧誘」
・ 内外取引所市場での商品デリバティブ取
引（損失限定取引は除く）
・ 店頭商品デリバティブ取引

１項「不招請勧誘」
　店頭デリバティブ
２ 項「勧誘受託意思の不確認取引」「再勧誘」
　 店頭デリバティブ、内外取引所市場での
金融デリバティブおよび商品関連デリバ
ティブ
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注（
１
）　 

個
別
商
品
、
商
品
指
数
を
対
象
と
す
る
先
物
取
引
（
現
物
決
済
、
差
金
決
済
）
お
よ
び

こ
れ
ら
を
対
象
と
す
る
オ
プ
シ
ョ
ン
取
引
な
ど
が
、
そ
の
類
型
と
し
て
列
挙
さ
れ
て
い

る
。

（
２
）　 

な
お
同
条
は
、
損
失
が
証
拠
金
の
範
囲
内
に
限
定
で
き
る
取
引
契
約
に
つ
い
て
は
禁
止

対
象
か
ら
除
外
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
Ｔ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
で
行
わ
れ
て
い
る
「
ス
マ
ー
ト

Ｃ
Ｘ
」
や
「
貴
金
属
の
現
物
取
引
」
が
こ
れ
に
該
当
す
る
だ
ろ
う
。

（
３
）　 

取
引
要
件
と
し
て
は
契
約
締
結
（
口
座
開
設
）
後
、
九
〇
日
以
上
経
過
し
て
お
り
、
勧

誘
前
一
年
間
に
二
つ
以
上
の
取
引
を
行
っ
て
い
る
か
、
あ
る
い
は
未
決
済
残
高
が
あ
る

こ
と
、
と
さ
れ
る
。
①
と
②
に
つ
い
て
は
契
約
締
結
の
み
が
要
件
で
、
実
際
の
取
引
経

験
が
あ
る
か
ど
う
か
要
件
と
は
し
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

（
に
か
み　

き
よ
し
・
主
席
研
究
員
）

③　禁止の例外

商品先物取引法施行規則102条の２ 金融商品取引業等に関する内閣府令116条
「不招請勧誘禁止」の例外
１ 号　継続的取引関係にある顧客（取引契
約としては金融・証券・商品の店頭デリ
バティブ、株式信用取引、市場デリバティ
ブ）
２ 号　他社契約者（取引契約としては１号
に同じ）
３ 号　次のすべての条件を満たした者（①
65歳未満、②年金のみの生活者ではない、
③年収800万円以上または金融資産2,000
万以上、④ハイリスク性の取引であるこ
との理解があること、または弁護士・会
計士など専門的知識のあるもの）

１項「不招請勧誘禁止」の例外
・ 店頭金融デリバティブ、店頭証券デリバ
ティブ、店頭デリバティブの継続的取引
関係にある顧客には当該取引契約の勧誘
（１号、４号、５号）
・ 為替リスクを回避する目的での店頭金融
デリバティブ取引の法人向け勧誘（２号）

・ 特約付き証券貸付、カバード・コールの
売り（３号）。

２ 項「勧誘受託意思不確認勧誘の禁止」「再
勧誘禁止」の例外

　前記３号


